
 - 1 - 

第１7回 南あわじ市まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会 

議事要旨 

 

◆日 時  令和５年９月28日（木）14時00分～17時00分 

◆会 場 南あわじ市役所本館３階 ３０４・３０５会議室 

◆出席者 委 員：５名 

松坂委員（委員長）、浅井委員、金沢委員、鈴木委員、福成委員 

  事務局：４名 

総務企画部付部長、ふるさと創生課長、ふるさと創生課担当 

  傍聴者：１名 

◆会議の概要 

１．開  会   

委員長あいさつ 

 

２．協議事項 

  ①南あわじ市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗管理について 

・事務局から南あわじ市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況について説明した。 

【委員の主な質問・意見・評価】 

●Ⅰ－４ 安全かつ利便性の高い道路交通網の整備 

（委 員）交通事故の死亡者数について、人口の割合に対して淡路島は高いのが現状。ハ

ード面ではなく人の対策が重要ではないか。 

（事務局）高齢者の事故割合が高いため、その対応が必要。 

（委 員）淡路島では、クルマに乗れなくなると大変なので、地域全体で頑張って対策を

考えることをしていかないといけない。 

 

●Ⅳ－２ 安心して子どもを預けられる環境整備と保育サービスの向上 

（委 員）保育所、認定こども園数について、状況に応じてKPIの基準も修正していく必

要もあるのでは。同じような評価が続くようでは、今後どうしていくのか考える

必要がある。 

（事務局）公共施設をどうしていくかは、保育所に限らず、市全体としての課題でもある。

市では公共施設等総合管理計画を策定しており、公共施設の適正配置について考

えをまとめているところ。 
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（委 員）公共施設の再編については、合理的には分かるが心情的には受け入れにくい。 

     地域との対話を重視して、やってもらいたい。 

（事務局）地域との対話は重要で、地域との対話を踏まえてより良い結論が出る事が重要

と考えている。 

 

②地方創生交付金事業について 

・事務局から令和４年度に地方創生推進交付金及び新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金を活用して実施した事業について説明した。 

【委員の主な質問・意見・評価】 

  ●地方創生推進交付金充当事業 

・ふるさと教育による南あわじ市「学ぶ楽しさ日本一」プロジェクト 

  （委 員）アフタースクール事業について、年２箇所ずつ程度増やしていくのか 

  （事務局）アフタースクールについては、人材の確保等、受入体制が整ったところから開

設している状況。受入体制が整えば、年２箇所程度に留まらず開設は可能だが、

現状は、徐々に拡大しているといったところ。 

  （委 員）地域によってバラツキがあるのは、不公平感を感じる保護者もいると思う。こ

どもたちが全員、機会が得られるよう進めていってもらいたい。 

 

・南あわじ発「人生100年時代の働き方改革」プロジェクト 

  （委 員）高齢者でも元気な方は多い。働く機会を上手く創出してもらえればと思う。 

  （事務局）働く意欲のあるシニア世代の方は多いということは認識しているので、引き続

き高齢者雇用の基盤構築を図っていく。 

 

・世界最大級『鳴門の渦潮』を中心とした広域観光ブランディング事業 

  （委 員）うずの幸グルメもあるように、食材は年間通してあるのはわかるので、継続し

て取り組めるサポートあればいい。 

  （事務局）３年間の交付金事業であるので、交付金終了後の自走手段を考えておく必要が

あると認識している。 

 

・はじまりの島淡路島観光推進プロジェクト 

  （委 員）観光戦略のなかにサイクリングの普及促進があるが、自転車の事故は表面化し

てないだけで結構あると思っている。観光客の増加で車の渋滞があるところに自

転車が通り抜けてくると、事故の危険がある。地域の住人は危険な場所の認識が
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あるが、島外からの観光客はその認識がないため、危険個所の啓発が必要。 

     

  ●新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業 

   ・SGS飼料生産・利用拡大推進事業 

  （委 員）この事業の内容は 

  （事務局）輸入飼料が高騰している事から、地域内での飼料生産を増やし、経営の安定化

を図ることが目的。畜産農家と耕種農家で構成する団体に対して支援する制度で、

畜産農家は耕種農家から飼料を耕種農家は畜産農家から堆肥を供給してもらう

循環を生み出し、自走してもらう事を狙いとしている。 

  （委 員）地域内で循環する取組は良いので、継続して取り組んでもらえればと思う。 

  

・地域間公共交通運行実証事業 

  （委 員）徳島バスは採算あっているのか。 

  （事務局）採算の面は、とれていない。目標人数は5,500人だが利用者は1,687人となって

おり、まだまだ周知が必要と考えている。 

  （委 員）これまで関東方面へは、神戸方面へ移動してから向かっていたので、利便性は

非常に高い。周知を図り、事業が継続できるようになればと思う。 

 

３．閉  会 

○閉会にあたり、委員長よりごあいさつをいただいた。 


